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こ
の
地
域
は
世
界
で
最
も
水
ス
ト
レ
ス
が
高
く
、
再
生
可
能
な
水
資
源
の
80
％
以
上
を
使
い
果
た
し
て

い
る
国
が
集
中
し
て
い
る
。

• 

カ
タ
ー
ル
・
バ
ー
レ
ー
ン
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
地
域
： 

自
然
の
淡
水
が
ほ
ぼ
皆
無
で
、
海
水
淡
水
化
に
１
０

０
％
依
存
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
変
動
や
水
処
理
施
設
へ
の
攻
撃
な
ど
が
直
接
的
な
生
存
リ

ス
ク
に
直
結
し
て
い
る
。

• 

ヨ
ル
ダ
ン
： 

世
界
で
最
も
水
が
乏
し
い
国
の
一
つ
。
難
民
の
流
入
に
よ
る
人
口
急
増
と
、
隣
国
（
イ
ス

ラ
エ
ル
・
シ
リ
ア
）
と
の
河
川
の
共
有
問
題
が
危
機
を
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
。

• 

レ
バ
ノ
ン
： 

水
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
と
経
済
崩
壊
に
よ
り
、
水
資
源
は
あ
る
の
に
「
蛇
口
か
ら
水
が
出

な
い
」
と
い
う
経
済
的
な
水
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。

②
ア
フ
リ
カ
（
深
刻
な
干
ば
つ
と
飢
餓
）

　

気
候
変
動
に
よ
り
「
過
去
最
悪
の
干
ば
つ
」
が
断
続
的
に
続
い
て
い
る
。

• 

ソ
マ
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
： 

数
年
間
に
及
ぶ
干
ば
つ
被
害
に
よ
り
家
畜
が
全
滅
し
、
数
千
万
人
が
深
刻

な
飢
餓
に
直
面
し
て
い
る
。

• 

ザ
ン
ビ
ア
・
ジ
ン
バ
ブ
エ
： 

ザ
ン
ベ
ジ
川
の
水
位
低
下
に
よ
り
、
巨
大
な
カ
リ
バ
ダ
ム
（
水
力
発
電
）
が

機
能
停
止
寸
前
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
１
日
20
時
間
以
上
の
停
電
と
水
不
足
が
同
時
に
発
生
し
て
い
る
。

③
南
ア
ジ
ア
（
人
口
爆
発
と
地
下
水
枯
渇
）

• 

イ
ン
ド
： 

世
界
人
口
の
18
％
を
抱
え
な
が
ら
、
世
界
の
淡
水
の
４
％
し
か
保
有
し
て
い
な
い
。
チ
ェ
ン

　

水
資
源
が
豊
富
な
日
本
に
い
る
と
水
不
足
の
実
感
は
湧
き
に
く
い
が
、
２
０
２
６
年
現
在
、
多
く
の
国

が
深
刻
な
水
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
世
界
資
源
研
究
所
（
Ｗ
Ｒ
Ｉ
）
な
ど
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
世
界

人
口
80
億
人
の
約
４
分
の
１
に
あ
た
る
人
々
が
「
極
め
て
高
い
水
ス
ト
レ
ス
」
の
下
で
暮
ら
し
て
い
る
。

　

世
界
の
水
危
機
に
対
し
、
日
本
は
「
世
界
一
の
水
支
援
実
績
」
を
持
つ
国
と
し
て
、
ハ
ー
ド
（
施
設
・

技
術
）
と
ソ
フ
ト
（
人
材
育
成
・
管
理
体
制
）
の
両
面
か
ら
多
角
的
な
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
各
国
の
現
状
と
日
本
の
役
割
を
概
観
す
る
。

１
．
世
界
各
国
の
水
危
機
の
現
状

①
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
（
最
も
深
刻
な
地
域
）
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農
業
生
産
が
不
能
と
な
り
、
食
料
価
格
が
高
騰
す
る
。

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

水
力
発
電
所
の
建
設
が
で
き
な
く
な
り
、
経
済
が
停
滞
ま
た
は
ス
ト
ッ
プ
す
る
。

③
水
紛
争

上
流
国
（
例
：
エ
チ
オ
ピ
ア
）
が
ダ
ム
を
建
設
す
る
と
、
下
流
国
（
例
：
エ
ジ
プ
ト
）
が
「
生
存
権

の
侵
害
」
を
主
張
し
、
軍
事
的
緊
張
が
高
ま
る
。

３
．
日
本
の
貢
献
策
（
概
要
）

　

世
界
の
水
危
機
に
対
し
、
日
本
は
長
年
培
っ
た
知
見
を
活
か
し
、
以
下
の
４
つ
の
柱
で
国
際
貢
献
を

展
開
し
て
き
た
。

①
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
「
水
技
術
」
に
よ
る
解
決

　

日
本
企
業
が
持
つ
高
度
な
技
術
は
、
水
不
足
や
汚
染
に
悩
む
地
域
で
直
接
的
な
解
決
策
と
な
っ
て
い
る
。

• 

海
水
淡
水
化
： 

飲
み
水
が
不
足
す
る
中
東
な
ど
で
、
海
水
を
真
水
に
変
え
る
「
Ｒ
Ｏ
膜
（
逆
浸
透

膜
）」
は
日
本
企
業
が
世
界
シ
ェ
ア
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

• 

下
水
・
排
水
再
生
： 

汚
れ
た
水
を
再
び
生
活
用
水
や
工
業
用
水
と
し
て
使
え
る
レ
ベ
ル
ま
で
浄
化
す

る
膜
分
離
活
性
汚
泥
法
（
Ｍ
Ｂ
Ｒ
）
な
ど
の
技
術
を
提
供
。

• 

漏
水
防
止
技
術
： 

日
本
の
水
道
は
世
界
で
最
も
「
漏
れ
」
が
少
な
い
（
無
収
水
率
が
低
い
）
こ
と
で

ナ
イ
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
数
年
前
に
水
が
完
全
に
尽
き
た
日
「
デ
イ
・
ゼ
ロ
」
を
経
験
し
た
。

• 

パ
キ
ス
タ
ン
： 

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
融
解
に
よ
る
「
大
規
模
洪
水
」
と
、
そ
の
後
の
「
極
端
な
乾
燥
」

と
い
う
両
極
端
な
被
害
を
交
互
に
受
け
て
い
る
。

④
意
外
な
「
先
進
国
・
大
国
」
の
危
機

　
「
水
が
あ
る
国
」
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
は
国
家
レ
ベ
ル
の
非
常
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

• 

メ
キ
シ
コ
（
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
）： 

地
下
水
の
過
剰
汲
み
上
げ
で
街
全
体
が
沈
下
し
て
お
り
、
２
０
２

５
〜
２
０
２
６
年
に
か
け
て
主
要
な
貯
水
シ
ス
テ
ム
が
枯
渇
す
る
「
デ
イ
・
ゼ
ロ
」
の
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
が
報
じ
ら
れ
た
。

• 

ア
メ
リ
カ
（
西
部
）： 
コ
ロ
ラ
ド
川
の
歴
史
的
な
水
位
低
下
に
よ
り
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
の
農
業
・
都
市
用
水
の
制
限
が
常
態
化
し
て
い
る
。

• 

イ
ギ
リ
ス
： 

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
が
激
し
く
、
２
０
２
６
年
春
ま
で
に
十
分
な
降
雨
が

な
け
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
を
含
む
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
大
規
模
な
制
限
給
水
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

２
．
な
ぜ
「
水
が
国
家
の
非
常
事
態
」
に
な
る
の
か
？

　

こ
れ
ら
の
国
々
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
水
不
足
が
単
な
る
不
便
を
超
え
、
以
下
の
よ
う
な
負
の
連

鎖
を
引
き
起
こ
す
点
で
あ
る
。

①
食
料
安
全
保
障
の
崩
壊

カレント寄稿
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知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
知
技
術
や
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
管
路
管
理
シ
ス
テ
ム
を
途
上
国
へ
導
入
し
、

貴
重
な
水
資
源
の
ロ
ス
を
防
い
で
い
る
。

②
官
民
連
携
に
よ
る
「
水
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
運
営
支
援
」

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
等
を
通
じ
、
単
に
施
設
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
持
続
可
能
な
運
営
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

• 

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
奇
跡
： 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
で
、
内
戦
後
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
水
道
網
を
日
本
の
支
援

で
再
建
。
現
在
で
は
「
蛇
口
か
ら
直
接
飲
め
る
水
」
を
実
現
し
、
途
上
国
の
水
道
整
備
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
（
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
奇
跡
）
と
し
て
世
界
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

• 

流
域
治
水
・
災
害
対
策
： 
気
候
変
動
に
よ
る
洪
水
被
害
に
対
し
、
ダ
ム
や
堤
防
の
整
備
だ
け
で
な
く
、

衛
星
デ
ー
タ
を
用
い
た
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成
や
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
支
援

し
て
い
る
。

③
「
水
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
」
と
国
際
的
な
提
言

　

日
本
は
国
際
社
会
に
お
け
る
ル
ー
ル
作
り
や
意
識
改
革
に
も
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

• 

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
提
言
： 

２
０
２
６
年
の
国
連
水
会
議
な
ど
を
見
据
え
、「
水
循
環
の
健
全

化
」
や
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
防
災
力
）
の
強
化
」
を
政
策
提
言
し
て
い
る
。

• 

統
合
的
水
資
源
管
理
（
Ｉ
Ｗ
Ｒ
Ｍ
）： 

農
業
、
工
業
、
生
活
な
ど
、
異
な
る
目
的
で
使
わ
れ
る
水
を
地

域
全
体
で
最
適
に
調
整
・
管
理
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
ボ
リ
ビ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
現
場
で
伝

え
て
い
る
。

④
草
の
根
・
民
間
レ
ベ
ル
の
貢
献

　

政
府
間
協
力
だ
け
で
な
く
、
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
水
に
関
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
民
間
企
業
も
身
近
な
視

点
で
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

• 

節
水
製
品
の
開
発
： 

民
間
企
業
は
、
す
す
ぎ
１
回
で
済
む
洗
剤
開
発
や
、
水
源
と
な
る
森
を
育
て
る

「
水
源
か
ん
養
」
の
活
動
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
い
る
。

• 

衛
生
教
育
： 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
に
よ
る
、
手
洗
い
場
や
簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
と
と
も
に
、
石
鹸
を
使
っ
た
手
洗

い
の
習
慣
を
広
め
る
教
育
活
動
を
行
い
、
水
に
起
因
す
る
感
染
症
の
防
止
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

ま
と
め
：
日
本
の
役
割

　

日
本
の
強
み
は
、
単
な
る
「
資
金
援
助
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
と
「
現
場
で
培

っ
た
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
点
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
１
９
９
０
年
以
降
、
長
期
に

わ
た
る
国
内
経
済
の
低
迷
と
、
財
政
状
況
の
悪
化
か
ら
、
政
府
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
削
減
傾
向
が
続
き
、
発

展
途
上
国
の
膨
大
な
ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
で
き
な
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
高
市
早
苗
首
相
は
外
交
方

針
と
し
て
「
世
界
の
真
ん
中
で
咲
き
誇
る
日
本
外
交
」
を
掲
げ
て
い
る
、
こ
の
方
針
の
下
に
全
世
界
の

人
々
に
平
等
に
貢
献
で
き
る
「
日
本
の
水
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
で
世
界
の
水
問
題
を
解
決
」
を
国
家
戦
略

と
し
て
織
り
込
み
、
早
急
に
実
践
へ
と
移
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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